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本研究では事故統計データから高速道路本線上の自動二輪車事故の特徴を整理し，事故多発路線での道

路構造や交通状況等との関連を分析することで，事故発生に影響を及ぼす要因を明らかにする．事故発生

状況の比較より，路面状態によって事故類型別発生割合に差が生じることが明らかとなった．車種に着目

すると，自動二輪車は休日，自動車は平日の方が事故発生が多く，自動車と自動二輪車では月別発生割合

に差異があることが判明した．都市間高速道路では，曲率半径が小さいことや縦断勾配の変化といった走

行のしづらさと自動二輪車事故との関係性が見られた．また，車両の分合流により錯綜が生じる渋滞箇所

にて自動二輪車の追突事故が多発していることが判明した．統計分析により，天候，道路構造，交通状況

の順に自動二輪車事故と強い関係性が見られた． 
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1. はじめに 

 

 自動車，自動二輪車ともに事故発生件数は近年，減少

傾向にあるが，高速道路に着目すると，事故発生件数は

横ばい状態が続いている．一方，自動二輪車事故の致死

率（死傷者数に対して死者数の占める割合）は増加傾向

にあり，自動車事故の倍以上の値となっている1)．この

ことより，自動二輪車に関して，高速道路での重大事故

の発生が懸念される．そのため，事故の原因を解明し，

未然に防ぐための安全対策を講じる必要があると考えら

れる． 

自動二輪車の安全性に関する既往研究として，松村ら
2)は，二輪車事故の状況や事故当事者の免許の種類等に

着目してその特徴を分析し，人的要因としては発見の遅

れによる死者が多く，交差点安全進行義務違反が多く最

高速違反による死者が多いことを示している．また，自

動車安全運転センター3)は，高速自動車国道における自

動二輪車事故と気象条件等の関係，道路構造別の自動二

輪車事故に関して分析を行い，死亡重傷者が他車種と比

較して非常に多いこと，左カーブでの事故発生が多いこ

と，単独事故が多いこと，運転経験の浅い運転者による

事故発生比率が高いことを明らかにしている．ほかにも，

花守ら4)は二輪，四輪の混合交通流の安全向上施策を検

討するため，二輪車挙動を考慮した安全性評価指標を提

案している．また，高速道路の安全対策効果について，

例えば，茂木ら5)は都市高速道路の3車線カーブ区間にお

ける事故状況及び安全対策効果検証を行っている． 

 しかし，高速道路における自動二輪車事故について，

道路構造や交通状況等，事故発生に影響を及ぼすと考え

られる様々な要因を複合的に分析した事例や，安全対策

が自動二輪車事故に及ぼす影響を評価した事例は現状で

は少ないといえる． 

そこで，本研究では，事故統計データを用いて高速道

路本線上の自動二輪車が関係する事故の特徴を整理し，

事故多発路線における道路構造や交通状況等との関連及

び安全対策が与える影響を，統計的解析手法により分析

する． 

 

 

2. 分析の概要 

 

 本研究では，愛知県警察管轄内の高速道路本線上にお

いて平成21年から平成26年7月末までに発生した事故を

分析対象とし，死亡事故，重軽傷事故，物損事故をまと
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めて取り扱うこととする．ただし，3章に示す事故発生

状況に関する基礎分析の際は，平成21年から平成25年ま

での5年間に発生した事故を分析対象とする． 

 まず，事故統計データを用いて，高速道路本線上の事

故発生状況を整理し，自動車事故との比較から自動二輪

車事故の特徴を明確にする．次に，事故が多発している

路線を特定し，その路線での事故発生状況を整理して特

徴的な事故発生地点を明らかにする．そして，路線図や

車両感知器データを用いて，特徴的な事故発生地点にお

ける事故と道路構造や交通状況との関連を主成分分析に

より明らかにし，クラスター分析により類似の事故をま

とめ，各々の特徴を整理する．その結果を踏まえ，対象

路線に対して求められる事故対策を検討する． 

 

 

3. 事故発生状況に関する基礎分析 

 

 平成21年から平成25年までの5年間に自動二輪車事故

は270件，自動車事故は18,396件発生している．事故類型，

第1当事者の年代，月，時間帯，平・休日，路面状態，

路線別の事故発生割合を集計し，車種による比較を行っ

た結果の内，特徴的であったものを示す． 

 まず，車種別の事故類型別，事故類型×路面状態別発

生割合を図-1，図-2に示す．事故類型は追突（走行時），

追突（停止・渋滞時），衝突・接触，転倒・横転，道路

施設衝突，その他の6項目から成る．なお，その他には，

落下物衝突，転落物衝突や動物衝突等が含まれる．また，

路面状態は乾燥及び湿潤の2項目から成る． 

 図-1より，自動二輪車事故では転倒・横転，自動車事

故では追突（停止・渋滞時）が最も多く発生しているこ

とがわかる．転倒・横転に関して，自動車では発生が極

端に少ないことから，自動二輪車特有の発生形態といえ

る．また，追突に関して，走行時より停止・渋滞時の方

が，事故が多く発生している． 

 図-2より，自動二輪車事故では，路面乾燥時と比較し

て湿潤時の方が，転倒・横転の発生件数が倍近くに増加

している．統計的検定から，路面状態の乾湿によって事

故類型の構成に差があることが示された（χ
2
=4.84，

p=0.089）．路面が湿っているとスリップしやすく，転

倒・横転事故に至る可能性が高まることが考えられる．

また，自動車事故では，路面乾燥時と比較して湿潤時の

方が，道路施設衝突の発生件数が3倍近くに増加してい

る．自動二輪車同様，統計的検定から事故類型の構成に

差があることが示された（χ
2
=1588.3，p<0.001）．湿潤時

は路面が滑りやすいことに加え，高速走行していること

から，わずかなハンドル操作で車両が不安定になり，道

路施設衝突を引き起こす可能性が高まると考えられる． 

 次に，車種別の年代×平・休日別，年代×時間帯別発

 
図-1 車種別の事故類型別発生割合 

 

 
図-2 車種別の事故類型×路面状態別発生割合 

 

 
図-3 車種別の年代×平・休日別発生割合 

 

 
図-4 自二輪の年代×時間帯別発生割合 

 

 
図-5 自動車の年代×時間帯別発生割合 
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生割合を図-3，図-4，図-5に示す．年代×時間帯別発生

割合に関しては，10代と20代，30代と40代，50代と60代

以上を足し合わせている．なお，土曜日，日曜日，祝日

を休日と定義し，それ以外を平日と定義している． 

 図-3より，まず自動二輪車の年代に着目すると，休日

では若年層の割合が低下し，40代以上の割合が高まる傾

向にある．また，車種に着目すると，自動二輪車では平

日よりも休日の事故発生が多く，自動車では平日の方が

多い．これは，自動二輪車は休日の私的利用が多いこと

に対し，自動車は私的利用だけでなく，業務用としても

利用されることが影響していると考えられる．また，統

計的検定により，休日における車種ごとの年代構成に有

意な差は見られなかった（χ
2
=8.63，p=0.125）が，平日に

おける車種ごとの年代構成（χ
2
=9.33，p=0.097），車種別

の平・休日ごとの年代構成（自動二輪車：χ
2
=8.51，

p=0.037，自動車：χ
2
=46.73，p<0.001）には差があること

が示された． 

 図-4，図-5より，自動車では年代を問わず，7時や17時

といった通勤及び帰宅時間帯に事故が特に多くなる傾向

が読み取れる．自動二輪車事故では自動車事故と比較し

て，時間帯ごとの変動が大きいことがわかる． 

 また，図-6に示す車種別の月別発生割合より，自動二

輪車事故は4月，8月の連休や長期休暇の時期に多発して

おり，梅雨の時期に事故が大幅に減少する傾向が見られ

る．また，自動二輪車の事故は年末に近づくにつれ，

徐々に減少するが，自動車に関しては増加する傾向が見

られる．これらは，自動二輪車事故は天候の影響を受け

やすく，冬季や悪天候の場合は自動二輪車を利用する人

が減少するためと考えられる． 

 最後に，車種別の路線別発生割合を図-7に示す． 

 図-7より，自動二輪車事故，自動車事故ともに東名高

速道路（以下，東名）と名古屋高速道路において多発し

ていることがわかる．自動二輪車事故に着目しているた

め，東名を自動二輪車事故多発路線と定義し，4章以降

で詳細に分析する．なお，本研究では，東名は都市間高

速道路を代表した路線として扱う． 

 

 

4. 都市間高速道路における事故発生状況 

 

(1) 都市間高速道路の区間特性 

 東名において，愛知県警察は小牧インターチェンジ

（以下，IC）から静岡県との県境までの88.3kmを管轄し

ている．管轄内の高速道路本線上にて，平成21年から平

成26年7月末までに自動二輪車事故は122件，自動車事故

は6,178件発生している．各IC，ジャンクション（以下，

JCT）間における平面曲線R及び縦断勾配iの一覧を表-1

に示す．また，3章と同様に車種による比較分析を行い，

 
図-6 車種別の月別発生割合  

 

 

図-7 車種別の路線別発生割合 

 

表-1 平面曲線，縦断勾配の一覧 

 

 

 

図-8 車種別の区間長あたりの事故発生件数 
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特徴的な結果として，車種別の区間長あたりの事故発生

件数を図-8に示す．なお，本研究では路肩及び付加車線

等，第1走行車線を除く最も左側の車線を「路肩等」と

定義する． 

 表-1より，豊田JCTから豊川ICまでの区間は曲率半径R

が小さく，縦断勾配iの差が大きいことがわかる．特に，

岡崎ICから音羽蒲郡ICまでの区間はR800のカーブが多く

存在する．また，豊田JCTから岡崎ICまでの区間は，交

通量が多い時間帯は渋滞が発生することもあり，縦断勾

配の上り下りの変化が多い．  

 図-8より，自動車事故と自動二輪車事故の傾向が似て

いることがわかる．相関分析から，非常に強い正の相関

があることが確認された（r=0.968，p<0.001）．豊田JCT

から岡崎IC，岡崎ICから音羽蒲郡ICまでの2区間におい

て事故件数が多いことがわかる．このことから，曲率半

径が小さいことや縦断勾配の変化といった走行のしづら

さが事故発生に影響を及ぼすと考えられる．本研究では，

自動二輪車事故に着目し，「小牧IC・小牧JCT」，「名

古屋IC・豊田IC」，「豊田JCT・県境」の3つを事故多発

区間と定義する．そして，この3区間で発生した116件の

自動二輪車事故を対象とし，詳細な分析を行う． 

 

(2) 事故多発区間における事故発生状況 

 事故多発区間は3車線区間，2車線＋付加車線区間，付

加車線の無い2車線区間から構成されている．事故類型，

月，平面曲線別の発生割合を集計し，その内の平面曲線

別発生割合を図-9に示す．なお，平面曲線は，東名の路

線図より左右カーブ区間及び直線区間を読み取った．路

線図の図面の都合上，読み取れなかったものは不明とし

て扱う．  

 図-9より，直線区間よりも左右カーブ区間での事故発

生が多いことがわかる．自動車と比較し，自動二輪車は

不安定な乗り物であるため，ハンドル操作を伴うカーブ

区間において事故に至る危険性が高まると考えられる．

対象区間全体において，左右カーブを比較すると，わず

かながら右カーブでの事故が多いが，大きな差は見られ

ない． 

 また，橋梁部の繋目のようにスリップしやすい場所や，

トンネル出口や遮音壁区間通過後のように横風の影響を

受けやすい場所等では，自動二輪車特有の事故が発生す

る可能性があり，事故に至らないまでも，自動二輪車の

ドライバーにとって危険な状況となり得ることも考えら

れる．しかし，これらは事故統計データから明らかにす

ることは困難である．そこで，地理情報システムGISを

用いて，事故発生地点を地図上に表すことで，事故発生

地点の地理情報を地図及び図面から読み取ることを可能

にする．本稿では，図-8において，区間長あたりの事故

件数が多かった岡崎IC・音羽蒲郡IC，豊田JCT・岡崎IC，

名古屋IC・日進JCTの3区間を対象とし，車種ごとの追突

（停止・渋滞時）の事故発生地点を地図上に示す．自動

二輪車の上下線別発生状況を図-10，自動車の平・休日

別発生状況を図-11に示す． 

 図-10，図-11より，自動二輪車事故に関して，上り線

では下り線と比較して，事故発生地点が点在しているこ

とがわかる．また，車両の分合流により錯綜が生じる箇

所での事故発生も確認できる．自動車事故の特徴として，

平日は名古屋IC・日進JCT，休日は豊田JCT・音羽蒲郡IC 

に事故の発生が集中していることがわかる． 

 

図-9  平面曲線別発生割合 

 

 

図-10  追突（停止・渋滞時）の発生地点（自二輪） 

 

 

図-11 追突（停止・渋滞時）の発生地点（自動車） 

 

第 54 回土木計画学研究発表会・講演集

 2354



 

  

5. 都市間高速道路における自動二輪車事故の要 

因分析 

 

自動二輪車事故と道路構造や交通状況等との関連を明

らかにするため，主成分分析を行う．車両感知器データ

から得られた事故発生時の平均速度や時間占有率等を交

通状況として用いる．分析に使用する説明変数の一覧を

表-2に示す．累積寄与率60%を目安として主成分を抽出

し，抽出した主成分に対する負荷量の絶対値が全て0.4

未満の説明変数がある場合，その説明変数を除き再度，

主成分分析を行うこととする．これを繰り返し行った最

終的な結果において，抽出した各主成分に対して強い相

関関係を示した説明変数及び主成分負荷量の値を表-3に

示す．今回は第5主成分までを抽出し，主成分の解釈を

行うこととする． 

 表-3より，第1主成分と強い正の相関関係がある変数

として，第2走行車線速度，第2走行車線利用率，車線数，

第1走行車線速度，第2走行車線大型車混入率，追越車線

速度，5分間交通量，第1走行車線大型車混入率の8項目

が挙げられる．また，強い負の相関関係がある変数とし

て，第1走行車線時間占有率，追越車線時間占有率，第1

走行車線利用率が挙げられる．そこで，第1主成分を

「交通量の少ない円滑な交通流」と命名する．第2主成

分から第5主成分においても同様に，強い相関関係を示

す説明変数を基に命名すると，第2主成分は「交通量が

増加傾向にある多車線の緩カーブ区間」，第3主成分は

「付加車線の利用状況」，第4主成分は「カーブ区間に

おける追越車線の利用状況」，第5主成分は「悪天候」

となる．主成分分析の結果から，天候，道路構造，交通

状況の順に対象とした自動二輪車事故と強い関係性があ

ると考えられる． 

 次に，類似している自動二輪車事故をまとめ，特徴を

整理するため，階層型クラスター分析を行う．クラスタ

ー間の距離の測定方法としてWard法を用い，説明変数

は主成分分析と同様のものを用いる．クラスター数が6

となる分析結果を図-12に示し，各クラスターの主成分

得点の平均値，5分間交通量，平均速度等をまとめた結

果の代表としてクラスターeの結果を表-4に示す．図-12

において，A1は「小牧IC・小牧JCT」，B1からB3は「名

古屋IC・豊田IC」，C1からC4は「豊田JCT・静岡県との

県境」において発生した自動二輪車事故を示す．また，

各事故の左端の記号について，●は軽傷事故，△は重傷

事故，×は死亡事故，□は物損事故を示す． 

 表-4より，クラスターeは第1主成分得点が高いため，

交通流が円滑な状態であることが確認できる．また，第

1走行車線，第2走行車線，追越車線の利用が確認できる

ため3車線区間で発生した事故であると考えられる．他

のクラスターの特徴を踏まえると，3車線区間，2車線＋

付加車線区間，付加車線の無い2車線区間といった車線

数区分により分けられた後に，車線ごとの混雑具合によ

って分けられることがわかった． 

 以上より，都市間高速道路において自動二輪車事故を

未然に防ぐためには，時間帯ごとの交通量及び車線ごと

の利用状況に応じた動的な情報提供が必要であると考え

る．一例を挙げると，交通量がある一定値を超え，追越

車線の利用率が高まった際に，「追越車線にて自動二輪

表-2 使用する説明変数の一覧 

 

 
表-3 各主成分に対して強い相関のある説明変数一覧 
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車の衝突事故多発」というように，自動二輪車のドライ

バーに向けた注意喚起を行う必要があると考えている．  

 

 

6. おわりに 

 

 本研究では，高速道路本線上の自動二輪車事故の特徴

を自動車事故と比較しながら整理し，事故多発路線にお

ける道路構造や交通状況との関連を主成分分析により明

らかにした．そして，クラスター分析を用いて，類似の

事故発生地点の特徴を整理した．その結果を踏まえ，安

全対策として，時間帯ごとの交通量及び車線ごとの利用

状況に応じて，自動二輪車のドライバーを意識した具体

的な注意喚起が望ましいことを示した． 

今後は，事故統計データによる分析では明らかにでき

ない，橋梁区間や遮音壁区間といった地理情報を地図や

画像データを利用して読み取り，自動二輪車のドライバ

ーにとって潜在的な事故の危険性がある箇所の検討をす

る必要があると考えている．そして，自動二輪車事故発

生予測式のモデル化を進めていき，事故を未然に防ぐた

めの安全対策の効果検証に取り組んでいく． 

 

 

謝辞：本研究において，愛知県警高速隊より事故統計デ

ータを，中日本高速道路株式会社より道路構造と交通量

データを拝借した．ここに記して謝意を表する． 

 

 

 

 

参考文献 

1) 警察庁交通局：平成 27 年中の交通事故の発生状況，

https://www.npa.go.jp/toukei/index.htm，2016． 

2) 松村和典：二輪車事故の特徴分析による事故・死傷

者数の低減研究，運転免許と二輪車事故の特徴分析，

公益社団法人交通事故総合分析センター，pp.1-69，

2014． 

3) 自動車安全運転センター調査研究部調査研究課：高速自

動車国道における自動二輪車の交通管理の在り方に関す

る調査研究，調査研究報告書，pp.1-102，2002． 

4) 花守輝明，塩見康博，宇野伸宏：二輪車挙動特性を考慮

した混合交通流の安全性評価指標の構築，第30回交通工

学研究会論文集，pp.61-64，2010． 

5) 茂木帝士，柴田昌弘，森 英和，若林拓史：都心環状線3車

線カーブの事故状況及び交通安全対策の効果検証，第30

回交通工学研究会論文集，pp.129-132，2010． 

 

(2016. 7. 30受付) 

 

 

ACCIDENT STATISTICAL ANALYSIS FOCUSING ON THE MOTORCYCLE ON 

INTERCITY EXPRESSWAY 

 

Kazuki IMADA, Koji SUZUKI and Hiroshi OGINO 

表-4 クラスターeの特徴 

 

 

 

図-12 クラスター分析の結果 
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